
滋滋賀賀県県ががんん対対策策推推進進イイベベンントト
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実実施施報報告告書書

滋賀県健康づくりキャラクター しがのハグ＆クミ 

がん対策推進イベント実行委員会



「滋賀県がん対策推進イベント～広げよう！がんの知識とささえ愛～」 

実施報告書の発刊にあたって 

 平成 25 年 10 月 27日、米原会場（滋賀県立文化産業交流会館）と長浜会場（豊

公園）にて開催しました「滋賀県がん対策推進イベント」は、多くの方々のご

協力のもとで無事に終了することができました。米原会場では約 400 名、長浜

会場は昼の部約 300 名、夜の部約 200 名、合計約 900 名という、大変多くの皆

様にご参加いただきましたことを心よりお礼申し上げます。 

 平成 25 年 3 月に改定した滋賀県がん対策推進計画では、「がんの予防」、「が

んの早期発見」、「がん医療の充実」を強化し、新たに「就労等社会問題への対

応」、「小児がん対策の推進」、「がんの教育や社会の理解を深める普及啓発」を

推進していくとしており、この第一歩として、県民、がん患者と家族、関係機

関、事業所、行政がともに考える機会として今回のイベントを開催しました。 

 多くの団体によるブース展示では、がんの正しい知識の普及啓発や、がんの

苦痛軽減のための情報提供、がん患者の活動紹介など多くの情報を発信してい

ただき、講演やトークショーでは出演者の貴重な闘病体験から、切実な思いや

今後への期待も込めて、様々な問題提起をしていただきました。コンサートや

長浜城のライトアップでは、普段がんにあまり関心をお持ちでない年齢層の皆

様にもがん対策の推進にむけての取組みを知っていただくことができました。

今回のイベントの開催が、がん対策のさらなる広がりと推進につながることを

切に祈っています。 

 最後になりましたが、このイベントの趣旨に賛同し、ご支援とご協力をいた

だきました、後援団体、協賛団体をはじめ、関係機関の皆様に深く感謝申し上

げますとともに、今後の活動につきましても末永いご支援とご協力を賜ります

よう、よろしくお願いします。 

平成 26 年 2 月 

滋賀県がん対策推進イベント実行委員会 

委 員 長   越 智  眞 一 
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ブース出展団体および内容

団体名 内容

県内７保健所 たばこの害

彦根市 がんの予防の観点から、味覚チェック（塩分濃度）

米原市 食物繊維の効能

米原市健康推進員 野菜たっぷり味噌汁の提供

カイゲンファーマ株式会社 海の食物繊維飲料（コレカットレモン）の配布

滋賀県立成人病センター疾病・介護予防推進室
医師による健康相談
がん検診、がん登録に関する冊子の配布

アフラック 作品展示とパネル・模型展示

ブレイブサークル
大腸トンネル探検隊
大腸がんクイズラリー、便潜血を探そう

滋賀県臨床検査技師会
がん細胞パネル展示、顕微鏡等によるがん細胞観察
検査関係資料の配布

東京海上日動火災保険株式会社 乳がん視触診モデルの展示、がん検診受診啓発

堀井薬品工業株式会社 胃がん検診被検者向けポスターの掲示

日本イーライリリー株式会社

滋賀県がん患者団体連絡協議会

中外製薬株式会社 がん患者向け啓発冊子の配布

滋賀県がん診療連携協議会

大津赤十字病院

滋賀医科大学医学部附属病院

滋賀県立成人病センター

公立甲賀病院

彦根市民病院

市立長浜病院

株式会社大井製作所 人工乳房の展示、乳がん視触診モデルの展示

滋賀県理学療法士会 がんのリハビリテーション紹介ポスター、冊子の展示

滋賀県作業療法士会 作業療法士の活動紹介

滋賀県放射線技師会 乳がんの診断から治療まで

滋賀医科大学医学部附属病院栄養治療部 冊子「食事に困ったときのヒント」の配布

滋賀県歯科衛生士会 口腔ケアパンフレットの配布と歯科相談

販売ブース出店団体および内容

内容

自主製品の販売(クッキー、ガトーショコラ、うどん、こ
ぎん刺し、ビーズ、ぽんぽこたぬき）

ひこにゃんグッズ、菓子類等の販売

自主製品(ワッフル等）、コーヒーの販売

が
ん
予
防

早
期
発
見

がん患者作品展「がんとともに。私の物語」
「私のがん医療への夢」

クリエートプラザ東近江

株式会社四番町スクエア

社会福祉法人かすみ会つばきはらファクトリー

団体名

病院、がん相談支援センター、患者サロン等の紹介

がん相談闘
病
を
支
え
る

　滋賀県に、健康づくりのPR、健康診査・がん検診等の受診率の向上を図るための

キャラクターが誕生しました。そのデザイン、愛称、キャッチコピー、それぞれの部門

で、優秀作品に選考された皆様を表彰し、着ぐるみをご披露しました。 

滋賀県健康づくりキャラクター表彰式

＜最優秀賞受賞作品ご紹介＞ 

＜受賞者ご紹介＞ 

○デザインの部 

最優秀賞   横川 珠央さん 

優 秀 賞   岡村 幸恵さん 

    〃     岡本  實 さん 

○愛称の部 

最優秀賞   橋本  晋 さん 

優 秀 賞   鷲見 一行さん 

佳   作   栗林 悦子さん 

    〃     田中 月菜さん 

○キャッチコピーの部 

最優秀賞   松岡 祐里さん 

優 秀 賞   八木 彩花さん 

佳   作   田中 真弓さん 

    〃     景山 文香さん 

                   「大人ももらおう！大事なからだの成績表」 

「しがのハグ」  「しがのクミ」 
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「あきらめないで！がんと共に働こう！
　　～がん患者さんの就労について考える～」

滋賀医科大学生によるステージ発表
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【まとめ】
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「明るくさわやかに生きる」
　　～アグネスの見つめた生命～ 

アグネス・チャンさん 
 

 乳がんのサバイバーとして、日本対がん協会「ほほえみ大使」にも就任され、早期発見

でたくさんの人が助かるように、たとえがんになっても不自由なく、差別されずに楽しく

過ごせるような社会になるようにと活動されているアグネス・チャンさんに、自身の闘病

体験や、がんと闘う仲間、また、健康な皆様へのメッセージをいただきました。 

 

【概 略】 

 私は友人にも「アグネス」ではなく「タフネス」と呼ばれるくらい、いつもパワフル。

自分の元気を過信していたのでしょう、がん検診も受けたことがなかった。 

 ２００６年に出演した番組でたまたま紹介されていた活動「リレーフォーライフ」に参

加した後、家でくつろいでいたら胸が痒くなった。しこりのようなものがあるようなない

ような。リレーフォーライフに参加した直後だったから気になって、初めてマンモグラフ

ィ検査を受けた。胸を見せるのは恥ずかしかったし、痛かった。痛いけど死ぬほど痛くな

い。命を守る検診だから皆さんにも是非受けて欲しい。最初の１回は辛いけど、１回やっ

てしまえば慣れる。 

検査の結果、私は乳がんだった。乳がんの中でも珍しい粘液がんの早期。私は中途半端

な知識で勝手に自分は乳がんのリスクは低いと思っていた。私の家族・親戚の中で乳がん

になった人はいないし、３人の子供を産んで母乳で育てたし、たばこもお酒も飲まない。

母から教わった薬膳料理を取り入れて食事にもすごく気をつけていた。なのになんで私が

がんになるの？と思った。泣いてしまった。夫は、「寿命があれば死なないし、寿命がなけ

れば死ぬんだよ。」と、冷たいと思うようなことを言ったが、いつもはあまり慌てない夫が

とても慌てていた。お弁当作りに子どもの送迎、掃除や洗濯といった日常生活のことに加

え、私にどう接したらいいのかと戸惑っている家族の方がずっと大変なんだと思った。 

できるだけ早く切りたいと主治医に言われ、ラッキーにもたまたまキャンセルになった

コンサートのスケジュールを利用して、手術をした。早期だけれど、リンパに転移してい

れば全摘、転移していなければ乳房温存手術に決めていた。目が醒めると看護師や家族や

姉が、「手術は成功したよ」「転移はしてなかったよ」「おっぱい残っちゃったよ」と叫んで

いた。こんなにもみんなが心配していてくれて自分のことのように喜んでくれるのかと思

った。我慢していた涙があふれた。 

手術のあと病室で、乳がんのことを公表するかどうかをみんなで議論した。姉や母は公

表したらみんながアグネスを「キズモノ」として見るといった。日本には差別や偏見なん

てないと思うけど、そんなものが残っているなら、がんになっても子育てをしたいし、働

きたいし、友だちと楽しみたい。みんなと変わらないんだという姿を見せた方が、みんな

講　演 

が理解してくれると思って公表した。そうしたら本当にたくさんの人が心配をしてメッセ

ージをくれた。人との出会いを大切にしなければと思い知らされた。 

退院後、２か月間の放射線治療。仕事があったから毎朝８時から治療を受けるために７

時半には病院に行って順番待ちをした。毎日同じ顔に出会うから友達もできた。放射線友。 

放射線治療終了後は再発防止のため５年間のホルモン治療が始まった。毎日１錠だけ飲

めばいいと説明を受け、簡単だと思ったら凄い副作用に苦しんだ。術後は痛みや麻痺、手

が上がらないなどの症状があったし、放射線治療も決して楽ではなかったけど、ホルモン

治療が一番辛かった。副作用はのぼせ、汗、関節痛、頭痛、イライラ、不眠、湿疹といっ

た更年期障害みたいなもの。関節痛は朝起きられないくらい酷くて、湿疹で顔が倍くらい

に腫れたことも何度もあった。すごく辛くて、医師をしている姉に相談したら、「ホルモン

治療は予防のため。薬を飲んだらがんにならないという保証もないし、飲まないからがん

が再発するとも限らないから、止めれば？」と言われたが、一番下の子が中学校を卒業す

るまで絶対生きていたかったから薬を止めなかった。がんになる予定ではなかったので、

仕事もほぼ毎日。移動やコンサート。副作用で腫れた顔を隠すのが大変だったこともあっ

たけど止めなかった。３年半くらい経ったとき、薬に体が慣れてきて、副作用がほとんど

なくなった。いつか必ず体が薬に慣れてくるから今つらい症状と闘っている方も頑張って。

私は今年５年のホルモン療法が終了した。がんになった時５年生で、この子が義務教育

を修了するまでは生きさせて欲しいと神様にお願いした子も高校生になり、180cmになった。

今度は孫が見たいと神様にお願いしようと思ったけど感謝の言葉しか出てこなかった。 

がんは人を選ばない。若くても、年とっていても、東大入っても、お金持ちでも、男で

も、女でも、がんにならないように一生懸命頑張っても、なる時はなる。医療は凄く進歩

して、もうがんは絶体絶命の病気ではないけれど、でも末期であればやっぱり･･･。だから

自分の命を守る一番の方法は早期発見で、早期発見には検診を受けるしかない。がんにな

るのは怖くない。がんになった事を知らないのが怖い。 

乳がん患者の数はどんどん増えている。１４人に１人が乳がんになる。乳がんの死亡率

もずっと上昇を続けていたけど、昨年初めて低下した。すごく僅かだけど、すごく大きい

こと。すごく嬉しい。でもまだ毎年１万２千人以上の人たちが乳がんで亡くなっている。

ぜひぜひ検診を受けてください。 

リレーフォーライフで覚えたことは命は終わらないということ。小刻みの命、アグネス・

チャンという命は終わるかもしれないけど、でも大きな意味での命は終わらない。先輩が

やり残したことを私が引き継ぐことで先輩は私を通して生きているし、私がやり残したこ

とは後輩が引き継いでくれることで私は後輩を通して生きることができる。まさしく命の

リレーだと思った。襷を繋げて、命を繋げていく。走れる時はできるだけ明るく爽やかに

走りたい。贅沢を言えば美しく。これからも皆さんと一緒に明るく爽やかに生きていきた

い。そして出来るだけ皆さんと長生きしていきたい。お互いに生活に気を付けて、そして

検診へ行きましょう。定期的に受けましょう。１回受けたら終わりではありません。 
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るまで絶対生きていたかったから薬を止めなかった。がんになる予定ではなかったので、

仕事もほぼ毎日。移動やコンサート。副作用で腫れた顔を隠すのが大変だったこともあっ

たけど止めなかった。３年半くらい経ったとき、薬に体が慣れてきて、副作用がほとんど

なくなった。いつか必ず体が薬に慣れてくるから今つらい症状と闘っている方も頑張って。

私は今年５年のホルモン療法が終了した。がんになった時５年生で、この子が義務教育
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今度は孫が見たいと神様にお願いしようと思ったけど感謝の言葉しか出てこなかった。 

がんは人を選ばない。若くても、年とっていても、東大入っても、お金持ちでも、男で

も、女でも、がんにならないように一生懸命頑張っても、なる時はなる。医療は凄く進歩

して、もうがんは絶体絶命の病気ではないけれど、でも末期であればやっぱり･･･。だから

自分の命を守る一番の方法は早期発見で、早期発見には検診を受けるしかない。がんにな

るのは怖くない。がんになった事を知らないのが怖い。 

乳がん患者の数はどんどん増えている。１４人に１人が乳がんになる。乳がんの死亡率

もずっと上昇を続けていたけど、昨年初めて低下した。すごく僅かだけど、すごく大きい

こと。すごく嬉しい。でもまだ毎年１万２千人以上の人たちが乳がんで亡くなっている。

ぜひぜひ検診を受けてください。 

リレーフォーライフで覚えたことは命は終わらないということ。小刻みの命、アグネス・

チャンという命は終わるかもしれないけど、でも大きな意味での命は終わらない。先輩が

やり残したことを私が引き継ぐことで先輩は私を通して生きているし、私がやり残したこ

とは後輩が引き継いでくれることで私は後輩を通して生きることができる。まさしく命の

リレーだと思った。襷を繋げて、命を繋げていく。走れる時はできるだけ明るく爽やかに

走りたい。贅沢を言えば美しく。これからも皆さんと一緒に明るく爽やかに生きていきた

い。そして出来るだけ皆さんと長生きしていきたい。お互いに生活に気を付けて、そして

検診へ行きましょう。定期的に受けましょう。１回受けたら終わりではありません。 
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＜出演者＞  アグネス・チャンさん  

嘉田 由紀子滋賀県知事

医師堀 泰祐

＜進 行＞  吉川 隆一 医師

 がんの予防や早期発見だけでなく、がん患者を理解し、支えられる社会づくりについて会場の皆様と

ともに考える機会とするため、サバイバーである出演者にご自身の体験や思いを語り合っていただきま

した。 

【概 略】 

嘉 田：最近の県民の皆さんの調査によると、力を入れて欲しい施策の 1位は、「在宅医療の推進や介護

サービスと医療施設の整備」で、充実してほしい医療分野は、「がん医療」であった。 

   私は 1992年に胃がんを経験したが、この頃はまだ医師は患者にがんであることを言わなかった。

がんはまだ不治の病という印象が強く、病気を治すことが目的の医療であったため、治せない病

への対応が難しいようであった。今はがんを告知するようになり、がんになっても仕事や社会的

活動を維持できるようになった。 

滋賀県がん対策推進計画でも「いのちとからだ」から「こころとくらし」まで、物理的にも社

会的にも本人や家族の苦痛を和らげ、トータルに人生を豊かにしようという計画を立てている。 

堀 ：私は 10年前まで乳腺外科医だった。患者は病気以外にも、家庭、仕事などさまざまな苦痛を抱

えていて、 辛さに焦点を当てた、 「こころとからだのケア」 の必要性を感じ、 緩和ケア医になった。 

苦痛を軽減することが緩和ケアだが、県民の認知度調査では、緩和ケアは終末期にホスピスで

行われる痛みや身体症状のみへのケアであると思われている方が多かった。がんはその辛さから

うつになる人も多い。病院だけでなく、在宅や介護施設でも、がんの初期から最期まで、多職種

のチームで関わり、「いつでもどこでもだれにでも」緩和ケアはなされるべきものである。 

吉 川：がんになって一番辛かったことは何ですか。

アグネス：副作用で腫れた母の顔は子どもも夫も見てくれない。どうにもしてあげられなくて家族は心配

なんだろうなと思うと辛かった。でも一緒にいる家族はまだましで、寮に入っていた次男は勉強

が手につかなくなっていたことが後で分かって、遠く離れたところにいる子どもへのケアも大切

だったと思った。周りの家族への打撃が自分のことより辛かった。

嘉 田：私ががんになった時、子どもはまだ高校生と中学生で、子どもが結婚するまで生きていたいと

思った。手術のとき家族みんなが病院に泊まり込んで支えてくれた。 

    仕事でも、琵琶湖博物館構想半ばでの治療となったが、入院後も「あなたがやりたかったこと

はこういうことでしょ」と職場のみんなが引き継いで構想を形にしてくれた。個人が仕事をする

のではなく組織が仕事をするのだと痛感した。 

がんになって家族の大切さ、組織の大切さを改めて教えていただいた。 

堀 ：私は医者だが、告知を受けた時はやはりガーンと思った。3か月後に長男が結婚する時期だった

ので孫の顔は見られるかなと思った。医者でも理性的に立ち向かうことは難しい。 

「がんのつらさを和らげる」
トークショー 胃を全摘し、何を食べても物の味がしないし、下痢しやすくて、常にトイレの場所を気にしな

くてはいけないのが辛かった。同じく胃を全摘した先輩医師の話をきいて、同じ症状があったこ

とに安心した。 

がんになったおかげで自分自身が成長することができたし、今生きていることに感謝し、家族

のありがたさを再認識した。 

吉 川：私も実は検診でがんが見つかったが、早期だったので内視鏡で摘出し、皆さんのような辛さは

なかった。検診でみつかれば軽く済むので、ぜひ検診を受けて欲しい。 

    皆さんは辛さを和らげるためにどんなことをされましたか。どんなことに取組めばいいとお考

えでしょう。 

アグネス：仲間づくり。ほほえみ大使に就任し、リレーフォーライフやピンクリボン運動でたくさんの仲

間ができた。頑張っている人、亡くなった人、子どもががんと闘っている人…。つながりは“が

ん”という強い絆。1人で悩まないこと、落ち込んだら出かけてくること。仲間と一緒にいたら強

くなれるから。 

嘉 田：私もやはり仲間づくり。滋賀県が目指しているのは、患者同士や家族などの仲間づくりと、そ

の周りを多職種の専門家による医療チームが支えられる体制の整備。それと患者力（人間力）を

つけること。 

    現在県議会で議員を中心にがん条例策定の準備をいただいており、県と県議会とで、誰しもが

がんと共に暮らせる社会の仕組みづくりを考えている。 

堀 ：がんに関する悩みがあればがん支援センターへ相談しましょう。また、がん患者サロンに参加

して、同じ病気の患者さんたちと交流することで力をもらうのもよいこと。 

もうがんは自分には関係ない時代ではない。「なんで私が」ではなく「やっぱり私も」の時代。

一人ひとりががんに関心を持ち、正しく理解することが大切。がんになってもこわくない。支援

センターもあるし、仲間もいる。前向きに行動しましょう。 

アグネス：もし乳がんが再発したら積極的に治療した方がいいですか、もう諦めた方がいいですか 

堀 ：治療は本当に進んでいる。新薬も次々に出ている。決して諦めないで。再発＝死ではない。再

発して治癒する人も出てきているので、もし再発しても頑張って治療を受けてください。 

吉 川：２人に１人ががんになるという時代。一病息災という言葉があるが、がんになって一病息災と

いうのは、昔は到底考えられなかったが、今は２人に１人ががんになるという時代。がんになっ

て、あるいはがんの治療をして治ったあと再発を抑えるために療養している人の数がどんどん増

えてきている。そうする事によってむしろ長生きできるというような時代がきたことは素晴らし

いことだ。まだまだがんのつらさを和らげる為の努力は医療界にも患者さんサイドにも必要であ

るとは思うけれど、将来的に一病息災と言えるような病気になる時代が来る事を期待して今日の

トークショーを終わりましょう。 

 最後に滋賀県がん対策推進イベント実行委員である、滋賀県がん対策推進議員連盟 谷 康彦議員

より、「滋賀県がん対策の推進に関する条例」の制定を目指し、要綱案を取りまとめた。また、がんに関

する理解と関心を深めるため、2 月 4 日～10 日の一週間を「滋賀県がんと向き合う週間」としたい。こ

のことについて、明日から県民の皆さんからの御意見・情報の募集を行うので、滋賀県議会 HPをご覧い

ただきたいとの情報提供があった。 
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長 浜 会 場
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長浜会場プログラム
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ブース出展団体および内容 

ボランティア協力団体 

 ピンクリボン長浜実行委員会 

 滋賀文教短期大学 

 滋賀県立看護専門学校 

容内名体団

長浜赤十字病院 啓発資料の配布 

市立長浜病院 家族性乳がん遺伝子検査の展示等 

定測ーザイラーカーモス所健保浜長

導指診触己自と示展のルデモんが乳市浜長

あけぼの滋賀 乳がん啓発資材配布 

ピンクリボン長浜実行委員会 体にいいスープと軽食の提供 
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・緩和ケア＝終末医療と思っていたが、いつでも・どこでも・だれにでも受けることができるものと知った
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後援団体 

一般社団法人滋賀県病院協会 

一般社団法人滋賀県歯科医師会 

一般社団法人滋賀県薬剤師会 

公益社団法人滋賀県看護協会 

公益社団法人滋賀県栄養士会 

公益社団法人滋賀県放射線技師会 

公益社団法人滋賀県臨床検査技師会 

公益社団法人滋賀県理学療法士会 

一般社団法人滋賀県作業療法士会 

一般社団法人滋賀県歯科衛生士会 

滋賀県保険者協議会 

滋賀県健康推進員団体連絡協議会 

滋賀産業保健推進連絡事務所 

滋賀労働局 

滋賀県市長会 

滋賀県町村会 

滋賀県商工会議所連合会 

滋賀県商工会連合会 

滋賀県中小企業団体中央会 

一般社団法人滋賀経済産業協会 

滋賀経済同友会 

公益財団法人滋賀県産業支援プラザ 
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協賛団体 

滋賀県生命保険協会 

大原薬品工業株式会社 

日本イーライリリー株式会社 

滋賀県医師会 

カイゲンファーマ株式会社 

株式会社近畿予防医学研究所 

東京海上日動火災保険株式会社 

株式会社ファルコバイオシステムズ 

滋賀県民共済生活協同組合 

中外製薬株式会社 

日本電気硝子株式会社 

メディック 

ホロジックジャパン 

社会医療法人誠光会草津総合病院 

伏見製薬株式会社 

アフラック 

日本生命保険相互会社 

彦根商工会議所 

奥伊吹観光株式会社 

堀井薬品工業株式会社 

滋賀県がん対策推進議員連盟 

一般財団法人近江愛隣園今津病院 

大鵬薬品工業株式会社 

一般社団法人湖北医師会 

滋賀保健研究センター 

医療法人社団昴会 

医療法人幸生会琵琶湖中央病院 

日本化薬株式会社 

滋賀県医師協同組合 

エヌ・ティ・メディカル 

住友生命保険相互会社
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（株）石黒メディカルシステム 

タカタ株式会社 

長浜ソロプチミスト 

東芝メディカルシステムズ株式会社 

医療法人社団仁生会甲南病院 

株式会社大井製作所 

サノフィ株式会社 

社団法人京都微生物研究所 

コニカミノルタヘルスケア株式会社 

グラクソ・スミスクライン 

栄研化学(株) 

立木印刷 

フジ・テック 

医療法人堅田病院 

医療法人華頂会琵琶湖養育院病院 

有限会社メディカルブレーンわに薬局 

北ビワコホテルグラツィエ 

株式会社浜湖月 

医療法人社団阿星会甲西リハビリ病院 

社会保険滋賀病院 

公益財団法人滋賀県健康づくり財団 

株式会社井筒屋 

長浜ロイヤルホテル 

サンスター株式会社 

株式会社四番町スクエア 

北川キルト縫工 

長浜商工会議所 

米原市商工会 

びわ湖放送株式会社 

株式会社エフエム滋賀 

中日新聞 
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滋賀県がん対策推進イベント実行委員会委員 

 氏  名 所属団体 

実行委員長 越智 眞一 一般社団法人滋賀県医師会 

実行委員 菊井 津多子 滋賀県がん患者団体連絡協議会 

実行委員 中山 初子 滋賀県がん患者団体連絡協議会 

実行委員 鈴木 孝世 滋賀県がん診療連携協議会 

実行委員 大杉 成聖 びわ湖放送株式会社 

実行委員 武久 晋治 日本放送協会 

実行委員 小菅  浩 アフラック 

実行委員 永瀬 裕史 東京海上日動火災保険株式会社 

実行委員 徳田 由晃 株式会社滋賀銀行 

実行委員 谷  康彦 滋賀県がん対策推進議員連盟 

実行委員 渡邉 光春 公益財団法人滋賀県健康づくり財団 

実行委員 那須 安穂 滋賀県 

滋賀県がん対策推進イベント実行委員会事務局 

公益財団法人滋賀県健康づくり財団（日本対がん協会滋賀県支部）内 
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滋賀県健康づくりキャラクター　　しがのハグ＆クミ

＊この実施報告書は、滋賀県 HP および上記財団 HP よりダウンロードが可能です 

滋賀県がん対策推進イベント 

～広げよう！がんの知識とささえ愛～
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